
　

　

 

午
後
か
ら
は
野
外
活
動
・
体
験

を
兼
ね
、

屋
久
島
総
合
自
然
公

園
と
白
谷
雲
水
峡
に
て
、

屋
久

島
の
植
物
や
植
生
に
つ
い
て
、

植
物
を
間
近
に
講
義
を
受
け
る

な
ど
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
に

つ
い
て
は
、

船
行
の
国
有
林
内

に
見
本
林
･
採
種
林
と
し
て
造

成
し
て
い
る
現
地
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
生
徒
達
は
、

日
頃
ふ
れ
る
こ

と

の

な

い

内

容

に

興

味

を

抱

き
、

ヤ
ク
シ
カ
対
策
の
現
状
や

希
少
植
物
の
保
全
管
理
活
動
に

つ
い
て
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、

荒
田
樹
木
医
か

ら
は
、

植
物
に
関
し
た
宿
題
を

課
さ
れ
る
な
ど
愉
し
み
な
が
ら

体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
機
に
、

生
徒

達
が
屋
久
島
の
自
然
を
考
え
る

上
で
、

広
範
な
視
点
で
物
事
を

考

え

て

く

れ

る

こ

と

を

期

待

し
、

国
有
林
で
の
研
修
を
終
え

ま
し
た
。

レ

ク

森

協

議

会

総

会

＆

パ

ト

ロ
ー

ル

の

実

施

　
屋
久
島
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

の
森
保
護
管
理
協
議
会

(

通
称

レ
ク
森

)

の
運
営
は
、

屋
久
島

自

然

休

養

林

に

来

場

さ

れ

る

方
々
か
ら
の
森
林
整
備
協
力
金

で
行
わ
れ
、

そ
の
管
理
を
適
正

に
運
用
す
る
た
め
年
２
回
の
総

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、

荒
川
地
区

(

通

称
「

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
」
）

と

白
谷
地
区

(

通
称
「

白
谷
雲
水

峡
」
）
の
両
休
養
林
内
で
歩
道

　
鹿
児
島
県
の
甑
島
と
黒
島
以

南
に
分
布
す
る
多
年
草
。

屋
久

島
で
は
、

低
地
の
林
内
に
み
ら

れ
る
。

葉
は
幅
八
㎝
長
さ
四
〇

㎝
ほ
ど
で
、

七
～

八
枚
ほ
ど
つ

い
て
い
る
。

葉
の
間
か
ら
高
さ

五
〇
㎝
程
の
花
茎
を
伸
ば
し
、

七
月
頃
か
ら
白
い
花
を
次
々
に

咲
か
せ
る
。

　
花
期
七
～
八
月

ツルラン
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屋
久
島
に
お
け
る
シ
カ
対
策

に
つ
い
て
は

、
関
係
機
関
に
よ

る
取
組
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。
そ

の

中

で

、
林
野
庁
で
は

、
平
成
二
一

年
度
よ
り
世
界
遺
産
地
域
で
あ

る
西
部
地
域
を
含
め

、
南
部
地

域
等
で
の
シ
カ
の
生
息
調
査
や

植
生
に
関
す
る
調
査
及
び
シ
カ

の
個
体
数
調
整
方
策
な
ど
を
検

討

す

る

た

め

の

委

託

事

業

を

行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

　
今
年
度
は

、
新
た
に
北
東
部

地
域
で
の
調
査
を
含
め

、
島
内

３
地
域
で
シ
カ
に
G
P
S
を
装

着
し

、
移
動
状
況
の
調
査
や
行

動
パ
タ
ー
ン
の
把
握
を
行
う
ほ

シ
カ
対
策
に
お
け
る
検
討
会

TEL0997-42-0331 FAX0997-42-0333
http://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html

　
七
月
一
四
日
、

屋
久
島
高
等

学
校
普
通
科
環
境
コ
ー

ス
の
夏

季
宿
泊
研
修
が
屋
久
島
環
境
文

化
村
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て

実
施
さ
れ
、

屋
久
島
森
林
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー

に
は
屋
久
島
の

植
生
や
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
現

状
等
に
つ
い
て
講
義
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、

樹
木
医
の
荒
田
洋

一
氏
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

午

前
中
は
教
室
に
て
屋
久
島
の
希

少
植
物
や
森
林
管
理
署
（

環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
）

の
業
務
、

自

然
遺
産
地
域
に
お
け
る
異
変
と

し
て
、

ヤ
ク
シ
カ
の
食
害
や
入

り
込
み
者
数
の
増
加
問
題
に
つ

い
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

白
谷
雲
水
峡
内
で
の
植
生
学
習

屋

久

島

高

等

学

校

環

境

教

育

活

動

の

実

施

屋久島生態系モニタリング 屋

久

島

の

生

態

系

に

関

す

る

学

習

［高木層］ｲｽﾉｷ･ﾔｸｼﾏｵﾅｶﾞｶｴﾃﾞ･ｱｶｶﾞｼ･ﾋﾒｼｬﾗ･ｸﾛﾊﾞｲ･ｻｶｷ･ｲﾇ
ｶﾞｼ･ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｼｷﾐ･ｽｷﾞ･ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ｻｻﾞﾝｶ･ｴ
ｺﾞﾉｷ･ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳなどが混生する。
［亜高木層］ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｸﾛﾊﾞｲ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ｻｶｷ･ｲﾇｶﾞｼ･ｼｷﾐ･ﾎｿﾊﾞﾀ
ﾌﾞ･ｽｷﾞ･ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ･ﾔｸｼﾏｵﾅｶﾞｶｴﾃﾞ･ｻｻﾞﾝｶ･ｱｶｶﾞｼ･ﾋｻｶｷ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁ
ﾊﾞﾅなどが数多く生育している。
［低木層］ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｸﾛﾊﾞｲ･ﾋｻｶｷ･ｼｷﾐが比較的に多く、ｻｻﾞﾝｶ･ｲ
ﾇｶﾞｼ･ｻｶｷ･ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅの稚樹が混生してい
る。
［草本層］ｶﾂﾓｳｲﾉﾃﾞが多い。種数は多いが、種ごとの個体数は
少なくこれといった優占種はない。谷に近い湿った環境で、岩上
樹上の着生植物が多い。
［群集および特徴的な出現樹種］ｲｽﾉｷ-ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ群集。高木層・
亜高木層・低木層にて出現しているﾔｸｼﾏｵﾅｶﾞｶｴﾃﾞの稚樹は、こ
の林分の草本層では確認できない。

標高800mﾌﾟﾛｯﾄは、湯泊林道沿いの広葉樹林に設定した。付近
は水量の多い沢の右岸部で、山腹を走る湯泊林道と沢との間の
緩斜面地である。ﾌﾟﾛｯﾄの中には、分岐水流や小尾根・小沢など
も含まれ、局所的に複雑な地形を呈している。なおﾌﾟﾛｯﾄ内には
江戸時代に伐採したと思われるﾔｸｽｷﾞの切株が見られる。平均
傾斜は18°、斜面方位はN72°E（東向き）。

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成２０年度調査）

※標高800ｍﾌﾟﾛｯﾄ（湯泊林道脇）の植生

か
、

保
護
柵
内
で
の
植
生
モ
ニ

タ

リ

ン

グ
、

シ

カ

の

捕

獲

マ

ニ
ュ

ア
ル
及
び
シ
カ
の
好
き
嫌

い
図
鑑
を
作
成
し
、

職
場
内
に

留
ま
ら
ず
普
及
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
、

シ
カ
に
関
す
る

情
報
を
幅
広
く
伝
え
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、

委
託
事
業
で
の
検
討

会
で
は
、

屋
久
島
内
外
の
ヤ
ク

シ
カ
に
関
す
る
有
識
者
や
関
係

行
政
機
関
、

地
元
猟
友
会
か
ら

も
出
席
い
た
だ
き
、

調
査
項
目

に
対
す
る
意
見
や
デ
ー

タ
に
関

す
る
注
意
事
項
、

長
期
的
な
植

生
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
に

つ
い
て
幅
広
く
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、

平
成
二
四
年
度
の
調
査

を
睨
み
な
が
ら
よ
り
良
い
委
託

調
査
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

白谷雲水峡｢奉行
杉コース｣の枯損
している大径木

の
整
備
や
著
名
ヤ
ク
ス
ギ
の
治

療
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
レ
ク
森
で
は
、

屋
久
島
の
森

を
身
近
に
愉
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、

林
内
の
パ
ト
ロ
ー

ル

を
行
っ

て
い
ま
す
が
、

森
の
奥

に
は
老
齢
な
大
径
木
も
多
く
、

時
に
は
強
風
や
何
か
の
弾
み
で

枯
れ
た
樹
幹
や
枝
が
落
下
し
て

く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

野生鳥獣との共存に向けた生
息環境等調査検討会の様子
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